
令和８年度校内研修計画 

 

１ 研究主題 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

（１）今日的課題と学習指導要領等から 

生成 AI（人工知能）の台頭や DX（デジタルトランスフォーメーション）の急速

な進展は、社会構造の複雑性を深め、VUCA（変動性・不確実性・複雑性・曖昧性）

の特性をさらに増幅させている。人口構造の変容、激甚化する自然災害や気候変動、

不安定化する社会経済情勢など、これからの時代は不確実性と不透明さを増してい

く。このような先行きの見通せない社会を生き抜くには、自ら考え、見通しを立て、

主体的に行動してよりよい未来を創り出す力が不可欠である。  

令和７年９月、中央教育審議会より公表された「次期学習指導要領に向けた論点

整理」においても、現在の学校教育において主体的に学びに向き合えていない子供

の現状が指摘された。そこでは、学びの動機付けをアップデートする必要性や、予測

困難な時代をしなやかに生き抜く「自らの人生を舵取りできる力」の重要性が述べ

られている。具体的には、「生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協働し

ながら、自らの人生を舵取りすることができる民主的で持続可能な社会の創り手」

の育成が明記された。  

受動的な知識習得から脱却し、主体的に問いを立て、生涯にわたって学びを自己

調整し続ける「自律した学習者」を育むことが、今、教育現場に課せられた喫緊の課

題であると言える。  

（２）学校教育目標等から 

図１に本校の「学校教

育目標」及び「目指す学

校像」を示す。本研究の

主題である「主体的に学

びに向かう子供の姿」を

目指すことは、「学校教育

目標」や「目指す子供像」

とも重なり、それらの具

現化に向けた取組の推進

に資するものである。 

主体的に学びに向かう子供の姿を目指して 

―「自分で学ぶ 仲間に学ぶ ともに学ぶ」子供と教師の学びのデザイン― 

図１ 学校教育目標・目指す子供像・育てたい資質・能力  



（３）本校児童の実態から 

昨年度２月および本

年度４月には、熊本県学

力・学習状況調査の結果

等を踏まえ、「本校児童

のよさと伸びしろ」につ

いて協議をした。その結

果、子供たちには「自主

性」や「計画を立てる

力」、「自ら判断する力」といった、学びを自分自身でコントロールする力をより高め

る必要があることが明らかとなった。  

また、子供たちの姿のみならず、「私たち教職員のよさと伸びしろ」についても協

議を行った。そこでは、さらなる「授業力の向上」に加え、前例にとらわれず「新し

いことに踏み出す姿勢」の重要性が共有された。  

これらの協議内容（図２）を総括し、本年度は「主体的に学びに向かう子供の姿」

の具現化を目指し、子供たちの学びの変容と、それを支える教師自身の学びを連動さ

せながら、学校一丸となって研究を推進していく。  

 

３ 研究主題について 

（１）「主体的に学びに向かう子供」とは 

令和３年１月、中央教

育審議会より「『令和の日

本型学校教育』の構築を

目指して〜全ての子供た

ちの可能性を引き出す、

個別最適な学びと、協働

的な学びの実現〜（答

申）」（以下「中教審答申」）

が出された。その中では、

「主体的に学習に取り組む態度」について、子供が自らの学習状況を客観的に捉え、

自らの学習を調整しながら粘り強く取り組む側面が重要であると述べられている。  

これを受け、本校では年度当初の校内研修において、目指すべき「主体的に学び

に向かう子供の姿」について全職員で協議し、共通理解を図った。職員で協議した本

校における具体的な児童の姿をまとめたものが図３である。  

 

図２ 職員での協議結果（抜粋） 

図３ 本年度４月の職員での協議結果（抜粋）  



（２）「自分で学ぶ 仲間に学ぶ ともに学ぶ 子供と教師の学びのデザイン」とは 

中教審答申においても、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実さ

せることで、「主体的・対話的で深い学び」を実現することが示されている。本校で

は、主体的に学びに向かう子供を育むにあたり、子供たちが与えられた課題を向か

う受動的な学習に留まるのではなく、自らの学び方を自ら調整する「学びのデザイ

ン」の力を育成したいと考える。本研究では、「学びのデザイン」を、子供たちが目

標達成に向けて最適な手段や他者との関わり方を選択しながら、主体的に学習を構

築していく過程と定義する。あわせて、多様な他者との対話を通じて自分の考えを

客観視し、「納得解」や「新たな価値」を創出する経験を重視したい。   

また、教師自身が自らの授業を省察して個々の課題を設定し、同僚との対話を通

じて協働的に実践をアップデートし続ける「主体的な学習者」でありたいと考えた。

「子供の学び」と「教師の学び」が相似形となるような校内研修の在り方を再考し、

教師自身の変容を通し、主題に迫りたいと考えた。  

これらのことを受け、本年度は「自分で学ぶ・仲間に学ぶ・ともに学ぶ」という視

点で学びの姿を整理した。「自分で学ぶ」を、個々の興味・関心や習熟度に応じて自

律的に学習を調整する「個別最適な学び」の姿として捉えている。また、「ともに学

ぶ」を、学級全体で課題を共有し、多様な視点から高め合う「協働的な学び」の姿と

位置付けた。「仲間に学ぶ」は、他者の考えを取り入れて自らの思考を更新する「個

別最適な学び」の側面と、対話を通じて新たな解を導き出す「協働的な学び」の側面

を、双方ともを含むと考えた。  

これら「個別最適な学び」と「協働的な学び」を往還させ、子供たちが学びのデザ

インを構築することで、研究主題の達成に迫りたい。本取組にあたっては、中教審答

申や「第 4 期教育振興基本計画」（文部科学省、2023 年）を基に、図４のような学び

の姿のイメージをもち、取組を推進することとした。  

      
図４  「自分で学ぶ 仲間に学ぶ ともに学ぶ」 イメージ図 



Ⅱ 研究の構想 

１ 研究の仮説 

 

 

２ 研究の視点 

  研究の仮説を検証するために以下の２つの視点に基づいて研究を進めることとした。 

 

 

 

 

 

（１）視点①について 

本校では、「教師主導

の学び」から「子供主体

の学び」への転換を目

指している。５月に実

施した「学びのデザイ

ン・アンケート」（図５）

では、子供たちから「先

生が主導の授業はつま

らない」「意見を交流し

たり、友達と問いを解

決したりする学びをし

たい」という思いが示

された。  

これらの実態を踏ま

え、本研究では、「子供

が学びの選択と決定を

繰り返し、協働的に学

びを深める授業」を重

視することとした。図

６に示す手立てを講じるとともに、ICT を「学びの選択」「学びの可視化」「意見の共

有」のための基盤として活用し、子供が自らの学びをデザインできる環境を構築し

ていく。  

「自分で学ぶ 仲間に学ぶ ともに学ぶ」子供と教師の学びのデザインを行うこ

とで、主体的に学びに向かう子供の姿に近付くことができるであろう。 

視点１  子供の学びのデザイン  

子供たちの「自己調整」と「協働的な学び」を意識した授業づくり  

 
視点２  教師の学びのデザイン  

教師の「自己調整」と「協働的な学び」を活性化させる校内研修の構想  

 

図６ 「子供の学びのデザイン」 



（２）視点②について 

令和４年１２月に

中教審より「『令和の

日本型学校教育』を担

う教師の養成・採用・

研修等の在り方につ

いて（答申）」では、教

師の研修に関して「受

動的な研修」から「主

体的な学び」への転

換、および経験や専門

性に応じた「自律的な

学び」の重要性が示さ

れた。  

これを受け、本年度

４月の校内研修にお

いて、座談会「校内研 

リ デザイン」を実施

し（図７）、「校内研を自

分たちの学びと幸せにつなげよう」という共通認識を図った。  

本年度は、授業改善の視点である「主体的・対話的で深い学び」を教師自身の学び

にも適用し、図８のような教師の学びのデザインを推進する。具体的には、学校の研

究テーマを中核に据えつつ、教師それぞれが「自ら高めたいファシリテート力」に関

する個人テーマを設定し、１年間を通して協議や検証を行う。また、従来の講義型研

修から、各職員の強み（教科、ICT、実践など）を生かした相互研修を設定する。そ

して、特定の授業フェーズ（単元構成、課題設定、振り返り等など）や個人のテーマ

を基に少人数の「ユニット」を編成する。授業公開や動画を通し、互いの授業につい

てリフレクションを繰り返す「協働的な学び」を活性化させていく。  

 

 

 

 

 

 

 

図７ 座談会「校内研  リ デザイン」で出た意見（抜粋） 

図８ 「教師の学びのデザイン」 



３ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 研究・研修計画 

 

 

 

 

 

 

 

 


